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犠
牲
者
の
冥
福
と
平
和
を
祈
る
参
列
者

（
高
松
市
で
）

気
持
ち
よ
さ
そ
う
布
草
履

高松市番町の徳成寺で 3日、布草履

作り教室が開かれ、親子連れら約20人

が挑戦した。

地域住民らの交流の場として2007年

から行っている行事。今回は認知症高

齢者の介護者らでつくる「夕映えの会」

メンバー 8人が講師となった。参加者
は幅約 5ン、長さ約 1傷の布を、わら
で編むのと同様に編み込んでいく形で

草履を仕上げた。

親子 3人で参加した市立国分寺北部
小 6年、小笠原葉翁さん(12)は「夏は
スリッパ代わりにこれで過ごしたい」

と喜んでいた。

布
を
編
ん
で
草
履
を
作
る
参
加
者

（高
松
市
で
）

高松市中野町の市戦災犠牲者慰

霊堂 (通称 。六角堂)では 3日 、
式典があった。遺族ら約 100人が

犠牲者の冥福を祈り、平和の誓い

を新たにした。

六角堂は1958年、犠牲者が多か

った同町に遺族らが建立。保存会

が毎年、追悼式典を行っている。

式典では、最初に参列者全員で

黙とう。保存会の久米雪香会長

(65)が「これからも日本が、世界

が平和であつてほしい」とあいさ

園
霊
堂
で
進
憐
試

２
、
３
両
匿
、
委
月
運
挙
区

″
副

選
定
数
１
）
の
主
な
立
候
補
者

３
人
は
、
人
出
の
多
い
繁
華
街

や
駅
前

で
支
持
を
訴
え
た
。
２

日
間
と
も
高
松
市
や
綾
川
町

で

最
高
気
温
が
３５
度
を
超
す
猛
暑

日
と
な
る
中
、
熱
の
こ
も

っ
た

選
挙
戦
を
展
開
し
た
。

共
産
党
新
人
の
田
辺
健

一
氏

（
３５
）
は
２
日
、
高
松
市
内

で
街

頭
演
説
会
を
開
い
た
。
民
進
党

県
連
は
自
主
投
票
を
決
め

て
い

る
が
、
小
川
淳
也
県
連
代
表
が

0の上よりん

Ｃ
池
体
汐
綱

。
券
防
議
犀
ら
も

応
援

に
駆
け

つ
け
た
。

３
日
は
丸
亀
市
で
街
頭
演
説

や
個
人
演
説
会
を
行

っ
た
。

幸
福
実
現
党
新
人
の
中
西
利

恵
氏
（
５３
）
は
３
日
、
県
西
部

で

選
挙
カ
ー
を
走
ら
せ
、
駅
や
商

業
施
設
の
前

で
街
頭
演
説
を
繰

り
返
し
た
。
三
豊
市
の
ス
ー
パ

ー
前
で
は
、
経
済
政
策
を
最
大

の
争
点
に
挙
げ
、

「
大
胆
な
規

制
緩
和

で
民
間
の
力
を
引
き
出

し
、
政
府
を
小
さ
く
、
民
間
を

強
く
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。
香

´
駁
ヽ
日
３

Ｅ
、
員
伊
運

に
仕
馬

し
た
高
階
恵
美
子

。
党
女
性
局

長
の
陣
営
と
県
内
を
遊
説
。
高

松
市
内
の
街
頭
演
説

で
は

「
６

年
前
に
強
い
思
い
を
持

っ
て
政

治
を
志
し
た
同
期

で
、
共
に
２

期
目
の
国
政

へ
と
送
り
出
し

て

い
た
だ
き
た
い
」
と
力
を
込
め
、

支
持
者
ら
と
「
選
挙
区
は
磯
崎
、

比
例
選
は
高
階
」
と
繰
り
返
し

た
。２
、
３
両
日
と
も
夕
方
に
は

各
地
で
個
人
演
説
会
を
開
き
、

支
持
を
訴
え
た
。

２
日
に
続
い
て
、
太
平
洋
高
気
圧
に

脚

炸
わ
一
け
中
「
一
一
”
¨
「
強
い
暑 ． が
」

の
一　
と
な

っ
た
。
ほ
か
に
多
度
津
町
で
３４

ｏ

拗

枷
一
』
峻
『
一
¨
一
］
『
一
一
「
キ
一

は
４
日
も
続
く
と
い
う
。

女
木
島
や
男
木
島

巡
視
艇
の
体
験
航
海

あ
す
締
め
切
り

高
松
海
上
保
安
部
は
１７
日
、

高
松
港
沖

で
、
巡
視
艇
の
体
験

航
海
を
行
う
。
参
加
者
を
募

っ

て
い
る
。

乗
船

で
き
る
の
は
、
巡
視
艇

「
く
り
な
み
」

（
定
員
３０
人
）

と

フ
」
と
な
み
」
（
定
員
１８
人
）
。

当
日
は
、
高
松
市
朝
日
新
町

に

あ
る
高
松
港
湾
合
同
庁
舎
に
集

合
、
近
く
の
船
着
き
場
を
発
着

点
に
、
女

木
島
や
男
木
島
周
辺

を
約
１
時
間
航
海
す
る
。
計
６

便
を
運
航
す
る
予
定
。

希
望
者
は
、
往
復
は
が
き
に
、

「
体
験
航
海
希
望
」
と
明
記
し

た
う
え
、
５
日
消
印
有
効

で
名

前
や
住
所
、
電
話
番
号
、
乗
船

を
希
望
す
る
便
な
ど
を
書
い
て

同
保
安
部
管
理
課

（
〒
７
６
０

ｏ
０
０
６
４
　
一局
松
市
朝
日
新

町
１
の
３０
）

へ
申
し
込
む
。
対

象
は
４
歳
以
上
、
１２
歳
未
満
に

は
保
護
者
同
伴
。
問
い
合
わ
せ

は
同
保
安
部
管
理
課

（
０
８
７

・
８
２
１

・
７
０
１
３

）
。


